
（1）第 641 号 足 立 史 談 令和 3年７月

も
く
じ

伊興・実相院の横沼観音堂碑 …

　

明
治
時
代
に
活
躍
し
た
哲
学

者
、
大
内
青
巒
（
お
お
う
ち
・

せ
い
ら
ん
。
１
８
４
５
〜
１
９

１
８
）
が
撰
文
し
た
石
碑
が
、

伊
興
の
實
相
院
に
あ
り
ま
す
。

　

山
門
に
入
っ
て
す
ぐ
左
側
に
あ
る
「
横
沼

観
音
堂
碑
」
と
題
さ
れ
た
壮
観
な
石
碑
で
、

碑
高
１
９
０
㎝
、
幅
１
４
１
㎝
と
い
う
大
き

さ
で
、
明
治
２
８
（
１
８
９
５
）
年
の
建
立

で
す
。

P1 はい、文化財係です㉙ 新井学校 …

あだち民具図典⑦ 皿籠・ハス籠 … P3

P2

明
治
３
７
（
１
９
０
４
）
年
の
銅
版
画
「
寶
光
山
横
沼
寺
實
相
院
之
景
」　

当
館
蔵

伊
興
・
實
相
院
の
横
沼
観
音
堂
碑

―

明
治
の
大
哲
学
者
　
大
内
青
巒
の
碑

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
文
夫
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足 立 史 談

　
１　

大
内
青
巒

　　　

碑
の
撰
文
者
、
仏
教
哲
学
者
、
大
内
青
巒
は
、

仙
台
藩
士
の
子
で
、
宮
城
県
仙
台
出
身
の
人

で
、
宮
城
県
か
ら
茨
城
県
を
経
て
水
戸
で
出

家
し
て
禅
僧
（
曹
洞
宗
）
と
な
り
ま
し
た
（
の

ち
に
還
俗
）。
仏
教
哲
学
で
活
躍
し
、
曹
洞

宗
を
開
い
た
道
元
の
正
法
眼
蔵
を
ベ
ー
ス

に
、
教
書
『
修
証
義
』（
１
８
９
０
年
）
な

ど
多
く
の
著
作
を
著
し
ま
し
た
。
の
ち
に
第

三
代
の
東
洋
大
学
学
長
と
な
り
ま
す
。

　

青
巒
の
家
は
、
周
防
（
山
口
県
）
の
戦
国

大
名
大
内
氏
の
一
族
と
さ
れ
、
の
ち
伊
達
家

に
仕
え
て
仙
台
で
家
を
継
承
し
た
と
の
由

緒
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、号
の
青
巒
（
せ

い
ら
ん
）
は
仙
台
城
の
別
名
「
青
葉
城
」
を

意
味
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　　
２　

横
沼
観
音
堂
碑

　　

横
沼
観
音
堂
碑
は
、
現
在
、
子
育
て
観
音

と
し
て
知
ら
れ
る
「
木
造
観
世
音
菩
薩
立
像
」

（
東
京
都
指
定
・
有
形
文
化
財
）
と
實
相
院

の
伝
説
と
歴
史
を
記
し
、
明
治
２
１
（
１
８

８
８
）
年
に
實
相
院
（
観
音
堂
）
の
再
建
を

記
念
し
て
建
立
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
横
沼
は
伊
興
の
地
名
で
、
寺
号

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
碑
文
の
内
容　

記
述
は
当
時
ら
し
く
漢

文
で
記
さ
れ
て
お
り
、
前
段
に
は
行
基
菩
薩

が
水
中
か
ら
霊
木
を
見
出
し
、大
悲
観
音
（
子

育
て
観
音
）
を
彫
っ
た
こ
と
、
平
安
時
代
に

源
頼
義
・
義
家
の
戦
勝
祈
願
が
あ
り
、
武
蔵

国
司
、
藤
原
成
実
が
こ
の
寺
院
を
建
立
し
た

　

第 641 号（2）令和 3年７月

士
族
の
杉
野
直
浩

(

居
住
地
不
明

)

で
二
十

四
歳
の
若
者
で
し
た
。
さ
ら
に
正
式
教
員
で

は
な
い
も
の
の
、
藤
井
脩
三

(

宮
城
村

)

と

浜
松
県
士
族
の
斎
藤
秀
治
郎

(

宮
城
村

)

も

新
井
学
校
で
授
業
を
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
吉
澤
嘉
則(

興
野
村)

が
学
区
取
締
、
鈴
木
幹
介

(

新
井
村

)

・
小

貝
吉
兵
衛

(

興
野
村

)

が
世
話
係
に
任
命
さ

れ
て
い
ま
す
。 ※

(　

)

内
は
公
文
書
に
よ
る
。

■
教
員
杉
野
直
浩　

杉
野
直
浩
は
履
歴
書

に
よ
る
と
、
幕
末
に
尾
張
藩
校
で
漢
学
な
ど

を
学
ん
だ
後
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
数
人

の
師
に
英
学
・
洋
算
な
ど
を
学
ん
だ
と
い
い

ま
す
。
そ
し
て
、
新
井
学
校
が
認
可
さ
れ
る

約
一
か
月
前
の
明
治
六
年
十
二
月
二
十
日

に
新
井
学
校
の
第
一
等
授
業
生
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
は
、
学
力
試
験
の
結
果
に
応

じ
て
、
第
一
等
か
ら
第
三
等
ま
で
の
授
業
生

（
教
員
）
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
杉
野
は
新
井
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
の

　

と
い
う
伝
説
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

行
基
伝
説
に
源
氏
伝
説
を
取
り
込
み
な
が

ら
壮
麗
な
漢
文
で
記
さ
れ
、
最
後
に
實
相
院

の
名
「
實
相
」
を
取
り
込
ん
だ
漢
詩
で
謳
い

あ
げ
て
い
ま
す
。

　

實
相
は
相
無
く
、
自
在
王
を
観
ず
。

　

風
華
と
雪
月
と
、
随
所
同
場
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
部
分
。
漢
文
）

■
銅
版
画　

前
掲
の
銅
版
画
は
、
碑
の
建
立

か
ら
十
年
後
に
発
行
（
審
美
館
が
製
版
し
た

と
記
す
）
さ
れ
た
案
内
で
す
。
当
時
の
境
内

の
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
央
に

「
観
音
再
建
記
念
碑
」
と
あ
る
の
が
、
今
回

紹
介
し
た
「
横
沼
観
音
堂
碑
」
で
す
。
紹
介

文
は
お
お
む
ね
碑
文
を
要
約
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
３　

石
碑
が
語
る
歴
史
と
伝
説

　　　

足
立
区
の
伝
説
や
歴
史
を
刻
し
た
石
碑
は

江
戸
時
代
か
ら
交
流
が
あ
っ
た
文
人
や
学
者

が
名
文
を
記
し
た
、
名
文
の
記
念
碑
が
多
い

の
が
特
徴
で
す
。

　

江
戸
東
京
の
文
化
を
担
っ
た
人
々
と
交
流

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
資
料
と
し
て
も
重

要
で
す
。

　

石
碑
は
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
記
録
を

遺
す
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
東
京
の
場
合
、

関
東
大
震
災
や
空
襲
、
さ
ら
に
生
活
の
変
化

か
ら
失
わ
れ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

こ
の
伊
興
、
實
相
院
の
石
碑
は
、
文
化
人
と

交
流
し
て
記
録
を
残
し
た
足
立
の
人
々
の
様

子
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館　

学
芸
員
）

　

　

今
回
は
、
足
立
区
の
教
育
史
に
と
っ
て
重

要
な
足
立
区
初
の
公
立
小
学
校
で
あ
る
新

井
学
校
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
新
井
学

校
が
あ
っ
た
場
所
は
、
足
立
区
の
登
録
記
念

物
（
史
跡
）
と
な
っ
て
お
り
、
説
明
板
と
標

柱
が
立
っ
て
い
ま
す
（
写
真
・
西
新
井
一
丁

目
二
十
六
番
地
）。　

■
開
校　

新
井
学
校
は
、
明
治
五
年
（
一
八

七
二
）
に
公
布
さ
れ
た
学
制
に
基
づ
い
て
、

明
治
七
年
一
月
二
十
二
日
に
、
如
法
寺
（
明

治
十
三
年
の
火
災
に
よ
り
廃
寺
）
の
敷
地
を

借
り
、「
第
一
大
学
区 

第
五
中
学
区 

第
四

番
小
学 

新
井
学
校
」
と
し
て
文
部
省
か
ら

認
可
さ
れ
開
校
し
ま
し
た
。
教
員
は
岐
阜
県

　

は
い
、
文
化
財
係
で
す

㉙

 
 

新
井
学
校

―

足
立
区
初
の
公
立
小
学
校

―



足 立 史 談（3）第 641 号 令和 3年７月

で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
年
十
月
に
杉
野
は
突
然
栃

木
県
へ
転
任
し
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て

麻
生
千
明
氏
の
研
究
に
基
づ
き
、
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

杉
野
が
転
任
し
た
の
は
足
利
学
校
で
、
大

教
頭
（
現
在
の
校
長
）
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

足
利
学
校
は
、
室
町
時
代
に
創
建
さ
れ
た
日

本
最
古
の
学
校
と
い
わ
れ
る
足
利
学
校
の

跡
地
に
建
て
ら
れ
た
小
学
校
で
、
そ
の
ま
ま

足
利
学
校
と
称
す
名
門
で
し
た
が
、
問
題
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
教
員
が
三
人
も
相
次
い
で

辞
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
足
利

出
身
の
金
井
知
義
（
後
に
東
京
大
学
予
備
門

や
日
大
の
教
授
と
な
る
）
が
杉
野
を
説
得
し
、

足
利
学
校
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な

ぜ
金
井
が
杉
野
に
目
を
付
け
た
の
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
、
栃
木
県
下
の
教
員

に
月
給
十
五
円
以
上
の
者
は
一
人
も
い
な

か
っ
た
と
こ
ろ
、
杉
野
は
二
十
五
円
と
い
う

破
格
の
額
を
提
示
さ
れ
た
と
い
い
、
杉
野
が

優
秀
な
教
員
と
知
れ
渡
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
杉
野
は
着
任
後
、
学
校
の
経
営

を
軌
道
に
乗
せ
、
足
利
の
教
育
界
で
活
躍
し

た
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
国
会
図
書
館
に
は
、『
日
本
万

国
地
誌
略
字
書
』
と
い
う
和
書
が
収
蔵
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
明
治
九
年
に
杉
野
が
出
版

し
た
も
の
で
、
日
本
や
諸
外
国
に
あ
る
難
読

の
地
名
・
山
川
・
物
産
な
ど
に
つ
い
て
読
み

仮
名
を
ふ
っ
た
も
の
で
、
か
つ
て
杉
野
が
学

ん
だ
英
学
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

地
域
住
民
か
ら
復
興
の
願
い
出
が
あ
り
新

井
学
校
も
再
開
校
し
ま
す
が
、
再
び
渕
江
学

校
と
合
併
し
、
さ
ら
に
近
松
小
学
に
な
り
、

現
在
は
西
新
井
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
井
学
校
跡
は
現
在
宅
地
や
駐
車
場
と

な
っ
て
お
り
、
当
時
を
し
の
ぶ
も
の
は
説
明

板
と
標
柱
だ
け
で
す
が
、
足
立
区
に
と
っ
て

重
要
な
史
跡
で
す
。

　

【
参
考
文
献
】 

　

麻
生
千
明
「
須
永
平
太
郎
の
卒
業
（
進
級
）

　

証
書
に
関
す
る
考
察
」（『
足
利
工
業
大
学

　

研
究
集
録
』
五
二
、
二
〇
一
七
年

　

※

東
京
都
公
文
書
館
に
、
新
井
学
校
関
係

　

の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　  
（
文
化
財
係
学
芸
員
　
佐
藤
貴
浩
）

■
皿
籠　

皿
籠
は
お
皿
の
よ
う
に
丸
く
て

浅
い
籠
で
す
。
一
般
的
に
は
苗
籠
と
よ
ば
れ

る
も
の
で
、
文
字
通
り
、
お
も
に
稲
の
苗
を

天
秤
棒
で
下
げ
て
運
ぶ
た
め
の
籠
で
、
二
つ

一
組
で
使
い
ま
す
。
苗
代
で
育
て
た
稲
苗
を
、

田
植
え
の
た
め
に
本
田
に
運
ぶ
と
き
に
使

用
し
ま
す
。

■
田
植
え
の
時
期　

現
在
の
稲
苗
は
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の
な
か
で
機
械
植
え
用

に
育
苗
箱
に
籾
を
蒔
い
て
育
て
、
稚
苗
（
ち

　

び
ょ
う
）
と
い
う
、
本
葉
が
二
、
三
枚
出
た

ば
か
り
の
小
さ
な
苗
の
状
態
で
植
え
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、
手
植
え
の
時
代
に
は

成
苗
（
せ
い
び
ょ
う
）
と
よ
ば
れ
る
本
葉
が

四
枚
以
上
伸
び
た
種
ま
き
か
ら
三
十
日
以

上
し
っ
か
り
と
育
て
た
苗
を
植
え
て
い
ま

し
た
。

　

現
在
、
関
東
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
休
み
の
こ
ろ
が
田
植
え
の
真
っ
最
中
で
、

そ
れ
よ
り
早
く
植
え
て
い
る
地
域
も
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
足
立
区
周
辺
は
、
昔
か
ら
早

生
稲
の
産
地
で
、
比
較
的
早
い
方
で
す
が
、

手
植
え
の
時
代
は
、
五
月
下
旬
か
ら
六
月
の

上
旬
に
田
植
え
を
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

　

筆
者
は
未
見
で
す
が
、
足
利
市
大
町
の
三
神

社
の
境
内
に
は
「
開
鑿
新
渠
之
記
」
と
い
う

記
念
碑
が
あ
り
、
文
章
を
杉
野
が
書
い
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

後
述
す
る
新
井
学
校
の
分
校
に
勤
め
て

い
た
教
員
の
履
歴
書
を
見
る
と
、
寺
子
屋
や

寺
院
で
学
ん
だ
者
が
多
く
、
第
三
等
授
業
生

が
ほ
と
ん
ど
で
、
第
一
等
授
業
生
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
彼
ら
が
足
立
区
の
教
育
史
に
果

た
し
た
役
割
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
杉
野
の
高

い
教
養
は
特
筆
さ
れ
ま
す
。
新
井
学
校
の
生

徒
た
ち
は
、
十
か
月
程
度
の
短
い
期
間
と
は

い
え
、
杉
野
と
い
う
素
晴
ら
し
い
力
量
を
有

す
る
教
員
の
教
え
を
受
け
て
い
た
の
で
す
。

■
授
業
の
内
容　

新
井
学
校
の
生
徒
は
六

歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
男
女
五
十
名
で
、
明

治
五
年
に
文
部
省
が
定
め
た
「
小
学
教
則
」

に
則
り
、「
習
字
」・「
算
術
」・「
会
話
読
方
」

と
い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、「
歴
史
論

講
」・「
物
理
学
論
講
」
と
い
っ
た
難
し
い
内

容
ま
で
学
習
し
ま
し
た
。　

■
新
井
学
校
の
閉
校　

明
治
七
年
六
月
二

十
九
日
に
、
新
井
学
校
の
分
校
と
し
て
興
野

や
本
木
な
ど
を
は
じ
め
区
内
各
地
に
計
十

一
校
の
分
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

当
時
、
新
井
学
校
を
始
め
と
す
る
多
く
の
学

校
は
、
生
徒
か
ら
の
授
業
料
や
村
民
の
熱
意

な
ど
に
頼
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
た
め
、
分

校
の
設
立
で
生
徒
数
が
減
少
し
た
新
井
学
校

は
明
治
十
年
に
経
費
が
賄
え
な
く
な
り
、
分

校
か
ら
独
立
し
た
第
十
一
番
小
学
渕
江
学
校

に
吸
収
合
併
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、

　

皿籠と天秤棒

あ
だ
ち
民
具
図
典
⑦

　
皿
籠
・
ハ
ス
籠
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■
苗
代　

苗
代
は
、
種
も
み
を
蒔
い
て
田
植

え
ま
で
育
て
る
場
所
の
こ
と
で
、
家
の
近
く

で
水
の
掛
け
引
き
の
容
易
な
場
所
に
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

「
苗
半
作
」
（
な
え
は
ん
さ
く
）
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
よ
い
苗
を
作
る
こ
と
が
、
米
づ

く
り
の
成
功
の
半
分
を
占
め
る
と
さ
れ
、
時

代
に
よ
っ
て
苗
代
の
作
り
方
に
も
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

足
立
区
周
辺
で
は
苗
代
田
の
こ
と
を
ナ

エ
マ
と
よ
ん
で
い
ま
し
た
。
苗
を
抜
き
や
す

い
よ
う
に
、
下
肥
を
入
れ
て
柔
ら
か
く
よ
く

耕
し
、
ナ
エ
マ
の
な
か
で
、
籾
を
約
一
メ
ー

ト
ル
幅
ほ
ど
に
短
冊
型
に
蒔
き
ま
す
。
か
つ

て
は
稲
の
品
種
ご
と
に
、
田
に
広
く
蒔
い
て

い
た
の
で
す
が
、
稲
の
害
虫
で
あ
る
ニ
カ
メ

イ
ガ
の
卵
や
幼
虫
に
侵
さ
れ
た
苗
を
発
見
し

抜
き
取
る
作
業
が
奨
励
さ
れ
、
作
業
の
し
や

す
い
短
冊
形
が
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

皿籠の底部と下げ手の棕櫚縄

直径 53ｃｍ、深さ 18.5ｃｍ

天秤棒から下げた長さ 104ｃｍ

ま
で
運
ぶ
籠
が
ハ
ス
籠
で
、
長
い
ハ
ス
を
入

れ
る
の
に
適
し
た
長
方
形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
掘
っ
た
ハ
ス
を
こ
の
籠
に
盛
り
上
げ
る

よ
う
に
入
れ
、
天
秤
棒
で
運
び
ま
す
。

　

苗
籠
と
同
じ
よ
う
に
六
つ
目
編
み
で
、
底

を
支
え
る
竹
が
縦
横
に
入
り
ハ
ス
の
重
さ

を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
棕
櫚
縄

は
底
部
に
し
っ
か
り
通
し
、
さ
ら
に
縁
に
一

度
結
ん
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
二
種
類
の
籠
は
、
重
さ
の
あ
る
泥
や

水
の
つ
い
た
も
の
を
運
ぶ
籠
で
、
よ
く
似
た

仕
様
で
す
が
、
運
ぶ
も
の
の
形
に
合
わ
せ
て

作
ら
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

〔
参
考
〕
『
江
北
村
と
足
立
』
矢
萩
三
保
三

　
　
　
　
　
（
当
館
学
芸
員
　
荻
原
ち
と
せ
）

　 
■
籾
蒔
き
と
育
苗　

充
分
に
水
を
吸
わ
せ

て
、
白
い
根
を
出
さ
せ
た
籾
を
、
風
の
な
い

水
の
澄
ん
で
い
る
と
き
を
見
計
ら
っ
て
、
静

か
に
田
に
入
り
、
籾
の
落
ち
る
の
を
見
な
が

ら
ま
ん
べ
ん
な
く
蒔
き
ま
す
。
蒔
い
た
と
き

に
は
十
セ
ン
チ
ほ
ど
水
を
保
ち
、
根
が
土
に

着
い
た
の
を
見
は
か
ら
っ
て
、
今
度
は
水
を

落
と
し
て
干
し
、
芽
が
上
に
伸
び
る
の
を
促

し
ま
す
。
大
雨
が
降
れ
ば
水
を
出
し
、
雹

（
ひ
ょ
う
）
は
水
を
入
れ
て
防
ぐ
な
ど
、
天

候
に
よ
っ
て
水
を
調
整
し
、
苗
の
育
成
に
心

を
配
り
ま
す
。
八
十
八
夜
（
立
春
か
ら
数
え

て
八
十
八
日
目
・
五
月
初
め
）
に
は
、
遅
霜

の
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
そ
ん
な
と
き
は
霜
に

当
た
ら
な
い
よ
う
に
水
を
深
く
入
れ
、
朝
出

す
の
で
す
。

■
田
植
え
と
皿
籠　

五
月
も
半
ば
が
過
ぎ
、

稲
が
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
育
つ

と
、
田
植
え
の
時
期
で
す
。

　

ナ
エ
マ
に
深
く
水
を
入
れ
て
苗
を
抜
き

や
す
く
し
ま
す
。
腰
を
か
が
め
て
両
手
で
適

量
の
苗
を
つ
か
ん
で
抜
き
、
泥
を
よ
く
落
し

て
稲
藁
で
く
く
り
、
一
把
の
束
に
し
ま
す
。

そ
の
苗
束
を
、
皿
籠
の
上
に
ぎ
っ
し
り
置
い

て
本
田
に
運
び
ま
す
。

　

か
つ
て
、
苗
を
抜
い
て
束
ね
る
細
か
い
仕

事
は
女
性
の
仕
事
で
、
重
い
皿
籠
を
担
い
で

本
田
ま
で
運
ぶ
仕
事
、
そ
し
て
植
え
る
場
所

と
量
に
合
わ
せ
て
、
苗
束
を
二
把
ず
つ
見
計

ら
っ
て
本
田
に
投
げ
入
れ
る
「
苗
振
り
」
の

仕
事
は
男
性
の
役
目
で
し
た
。
苗
振
り
は
、

そ
の
場
所
で
ど
れ
く
ら
い
の
苗
を
使
う
の
か
、

ま
た
植
え
手
の
手
が
届
く
範
囲
を
見
計
ら
う

　

な
ど
、
苗
の
運
搬
に
適
し
た
仕
様
に

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
ハ
ス
籠　

足
立
区
周
辺
は
、
低
湿

地
な
場
所
を
利
用
し
て
、
ハ
ス
田
と

よ
ぶ
ハ
ス
専
門
の
田
ん
ぼ
を
作
り
、

大
正
期
か
ら
ハ
ス
の
栽
培
と
出
荷
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ス
の
収
穫
時
期
は
、
最
も
早
く

は
、
九
月
の
祭
の
御
馳
走
に
合
う
よ

う
に
掘
る
も
の
で
す
が
、
一
般
に
は
、

葉
が
枯
れ
る
晩
冬
か
ら
翌
春
ま
で
で
、

最
も
需
要
が
増
す
正
月
前
が
最
盛
期

に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、

ハ
ス
の
節
は
、
四
つ
か
ら
五
つ
に
成

長
し
、
長
さ
は
七
〜
八
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
も
な
り
ま
す
。

　

ハ
ス
田
で
掘
っ
た
ハ
ス
を
、
自
宅

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。
う
ま
く
配
分
が
で
き
な

い
と
、
植
え
手
が
歩
い
て
取
り
に
行
く
な
ど
、

作
業
に
無
駄
が
で
る
の
で
、
田
植
え
の
効
率

を
あ
げ
る
大
事
な
仕
事
で
し
た
。
そ
し
て
振

り
入
れ
ら
れ
た
苗
を
植
え
る
の
は
女
性
の

仕
事
と
な
り
ま
す
。

　

皿
籠
は
ざ
っ
く
り
と
し
た
六
ツ
目
編
み

で
す
。
底
部
に
は
、
そ
い
だ
竹
を
並
行
に
二
本
、

そ
の
上
に
交
わ
る
よ
う
に
一
本
を
編
み
入

れ
、
底
の
強
度
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

固
い
棕
櫚
縄
を
二
か
所
、
底
に
通
し
て
輪

に
し
た
も
の
を
取
り
付
け
、
吊
り
手
と
し
て

い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
底
に
通
し
て
重
さ

を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
切
れ

が
よ
い
六
つ
目
編
み
、
底
に
か
か
る
重
さ
を

考
え
た
作
り
、
苗
の
丈
に
都
合
の
よ
い
深
さ

　

縦78.5×横57、深さ9（ｃｍ）、天秤棒から下げた長さ75ｃｍ

＊長年の使用で形がゆがんでいます。
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